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観る⑳≪る

石

井

杯

響

「
蓬
莱
仙
境
之
図
」

(
絹
本
着
色
・
一
九
二
七
年
)

●
蓬
莱
は
、
中
国
の
伝
説
で
束
海
中
に
あ
っ
て
仙
人
が
住
み
、
不
老

不
死
の
地
と
さ
れ
る
山
で
す
。
高
く
そ
び
え
る
霊
峰
、
隆
々
た
る
山

肌
、
そ
の
間
を
流
れ
海
に
至
る
川
。
全
て
を
動
き
の
あ
る
等
運
で
描

い
て
い
ま
す
。

作
者
林
饗
は
、
画
家
と
し
て
決
し
て
恵
ま
れ
た
歩
み
を
し
た
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
明
治
4
1
年
師
橋
本
雅
邦
の
死
後
、
画
壇
の
主
流
で
あ

る
院
展
か
ら
離
れ
、
次
第
に
孤
立
化
し
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
ひ

と
り
画
趣
を
高
め
、
中
国
の
画
家
石
澤
に
私
淑
し
独
自
の
南
画
の
世

界
を
表
現
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

大
正
1
5
年
孤
立
の
世
界
か
ら
自
然
と
の
同
化
を
求
め
、
房
総
の
閑

地
富
谷
へ
移
任
し
ま
す
。
林
轡
に
と
っ
て
、
最
も
充
実
し
て
い
た
時

期
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
生
活
も
、
2
年
後
の
昭
和
4
年

5
月
突
然
の
脳
出
血
で
崩
れ
去
り
ま
す
。
奇
跡
的
に
回
復
に
向
い
ま

す
が
、
翌
年
再
び
倒
れ
、
4
5
年
の
短
い
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。

こ
の
作
品
に
は
、
林
響
の
求
め
た
南
画
の
世
界
が
見
事
に
展
開
し

て
い
ま
す
。
年
記
に
よ
り
昭
和
2
年
の
作
で
あ
る
こ
と
が
判
り
ま
す
。

こ
の
頃
病
魔
の
襲
来
を
予
測
し
て
い
た
か
の
如
く
蓬
莱
山
や
桃
源
郷

な
ど
の
理
想
郷
を
主
題
と
し
た
数
多
く
の
作
品
を
描
い
て
い
ま
す
。

(
前
川
公
秀
)
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特
別
展

石
井
杯
響
を
め

ぐ
る
画
家
÷
た
ち
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石
井
林
響
、
初
め
天
風
と
号
し
、

橋
本
雅
邦
に
師
事
。
一
時
期
「
西

の
関
雪
、
束
の
林
響
」
と
称
さ
れ
、

そ
の
技
量
は
高
く
評
価
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
現
在
、
こ
の
画
家

の
名
を
知
る
人
は
少
な
く
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
林
響
が
中
央
画

壇
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
た
め
と
思

わ
れ
ま
す
。

誕
生
か
ら
画
家
へ

林
轡
は
明
治
1
 
7
年
(
一
八
八
四
)

千
葉
市
下
大
和
田
で
農
家
を
営
む

石
井
治
郎
助
の
3
男
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。
3
歳
の
時
、
か
ま
ど

に
落
ち
頭
に
火
傷
を
負
い
、
そ
の

傷
を
隠
す
為
生
涯
総
髪
で
通
し
ま

し
た
。
旧
制
千
葉
中
学
(
現
、
県

立
千
葉
高
等
学
校
)

で
、
図
画
教

師
堀
江
正
章
に
画
才
を
見
出
だ
さ

れ
、
明
治
3
3
年
母
の
死
を
契
機
に

上
京
、
東
京
美
術
学
校
に
入
る
べ

く
共
立
美
術
学
校
で
洋
画
を
学
び

ま
す
が
、
横
山
大
観
・
下
村
観
山
・

菱
田
春
草
の
作
品
を
見
て
感
激
し
、

日
本
画
家
に
な
る
こ
と
を
決
意
し

ま
す
。画

家
林
響

明
治
3
4
年
、
観
山
の
勧
め
で
橋

本
雅
邦
の
門
に
入
り
ま
す
。
た
ち

ま
ち
そ
の
才
能
を
発
揮
し
、
二
葉

会
・
研
精
会
な
ど
の
展
覧
会
に
出

品
し
、
受
賞
し
ま
し
た
。
明
治
4
0

年
文
展
開
設
に
伴
う
審
査
員
任
命

の
紛
争
に
よ
り
新
派
系
小
会
派
の

大
同
団
結
で
組
織
さ
れ
た
国
画
王

成
会
に
、
雅
邦
塾
二
葉
会
の
代
表

と
し
て
参
加
。
雅
邦
の
狩
野
派
の

画
法
を
基
礎
に
、
洋
画
か
ら
の
写

実
と
構
図
を
取
り
入
れ
た
画
風
に

よ
り
、
画
壇
の
若
手
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
着
実
な
歩
み
は
、
明
治
4
1
年

の
雅
邦
の
死
を
境
に
乱
れ
始
め
ま

す
。
同
門
た
ち
が
次
々
に
去
っ
た

二
葉
会
を
林
響
は
守
り
続
け
ま
す
。

再
興
院
展
に
院
友
と
し
て
推
挙
さ

れ
ま
す
が
、
安
田
取
彦
・
小
林
古

径
ら
が
重
視
さ
れ
て
い
く
な
か
、

林
響
は
次
第
に
離
れ
て
行
き
ま
す
。

一
方
、
官
展
へ
も
断
続
的
に
し
か

●

出
品
せ
ず
、
中
央
画
壇
か
ら
孤
立

し
て
行
き
ま
す
。
新
奇
を
追
い
す

ぎ
堕
落
し
て
行
く
画
壇
か
ら
離
れ
、

自
ら
の
画
趣
を
高
め
、
独
自
の
画

風
の
確
立
を
め
ざ
し
、
中
国
清
代

の
画
家
石
藩
に
私
淑
し
、
南
画
に

傾
倒
し
は
じ
め
ま
す
。

画
壇
へ
の
再
起

大
正
1
年
、
第
1
 
2
回
文
展
か
ら

久
び
さ
に
官
展
へ
の
出
品
を
行
い

ま
す
。
翌
年
の
第
1
回
帝
展
で
は
、

号
も
林
轡
と
改
め
、
「
劉
院
天
台

を
、
1
 
0
年
の
第
3
回
帝
展
に
は

「
総
南
の
旅
か
ら
」
を
出
品
し
、

好
評
を
得
ま
す
。
第
4
回
帝
展
の

「
林
の
中
」

で
推
薦
と
を
り
、
画

家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
は
大
正
1
 
0
年
山

内
多
門
・
勝
田
蕉
琴
・
島
田
墨
仙

ら
気
心
の
知
れ
た
1
 
0
名
の
仲
間
と

結
成
し
た
如
水
会
が
、
ね
す
か
2

回
の
展
覧
会
を
開
催
し
た
だ
け
で

解
散
し
て
い
ま
す
。
至
純
の
交
友

関
係
で
組
織
し
た
如
水
会
の
分
裂

は
、
林
轡
を
一
層
孤
立
化
さ
せ
、

大
正
1
 
2
年
の
父
の
死
も
重
な
り
、

煩
ね
し
い
世
界
か
ら
逃
れ
生
地
房

総
の
大
網
白
里
町
富
谷
に
移
住
す

る
決
意
を
し
ま
す
。

富
谷
で
の
晩
年

大
正
1
 
5
年
、
東
京
か
ら
大
工
を

連
れ
画
室
を
新
築
し
ま
す
。
こ
の

画
室
は
、
飼
育
さ
れ
て
い
た
白
粥

に
因
み

「
白
閑
亭
」

と
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
独
自
の
画
風
を
め
ざ

し
意
欲
的
に
描
き
、
生
涯
の
中
で

最
も
盛
ん
を
創
作
時
期
で
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
特
に
、
自
然
と
同
化

し
、
題
材
と
し
て
、
昭
和
2
年
第

8
回
帝
展
に
「
野
趣
二
題
」
を
出

品
し
て
い
ま
す
。
叢
生
す
る
梅
枝

に
鳴
き
遊
ぶ
小
禽
の
楽
し
さ
、
池

中
に
遊
ぶ
魚
類
の
楽
し
さ
を
画
面

い
っ
ぱ
い
に
表
現
し
、
自
然
と
共

.
に
生
き
よ
う
と
す
る
林
轡
の
心
境

を
、
躍
動
的
な
線
で
描
き
上
げ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
幸
福
な

生
活
も
長
く
は
続
く
こ
と
な
く
、

昭
和
4
年
3
月
突
然
脳
出
血
に
襲

わ
れ
、
一
時
危
篤
状
態
に
な
り
ま

●

映」「白



す
。
奇
跡
的
に
も
快
方
に
向
か
い
、

再
び
描
く
こ
と
に
情
熱
を
傾
け
ま

す
が
、
翌
5
年
(
一
九
三
〇
)

2

月
ま
た
も
や
脳
溢
血
で
倒
れ
、
同

月
2
5
日
死
去
し
ま
し
た
。
4
5
年
間

の
画
家
と
し
て
の
短
い
生
涯
で
し

た
。

展
覧
会
に
つ
い
て

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
林
轡
の

生
涯
に
ね
だ
る
作
品
一
六
三
点
を

は
じ
め
、
洋
画
・
書
・
陶
器
な
ど

の
資
料
も
あ
れ
せ
て
展
示
し
ま
す
。

林
響
の
作
品
は
、
今
日
ま
で
余
り

見
る
機
会
は
な
く
、
そ
の
為
忘
れ

ら
れ
た
画
家
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
展
覧
会
を
通
し
、
林

響
が
近
代
日
本
画
の
歩
み
の
中
で

●

果
た
し
た
役
割
を
回
顧
し
ま
う
と

す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
林
響
と
関
係
の
深
い
画

家
の
な
か
か
ら
、
師
橋
本
雅
邦
を

は
じ
め
と
し
、
同
時
期
共
に
活
躍

し
た
下
村
観
山
・
今
村
紫
紅
・
前

田
青
耶
・
小
林
古
径
・
安
田
軟
彦
・

島
田
墨
仙
・
山
内
多
門
・
勝
田
蕉

琴
・
橋
本
関
雪
、
ま
た
画
風
が
似

て
い
る
平
福
百
穂
の
作
品
も
紹
介

し
ま
す
。

(
前
川
公
秀
)

〔
観
覧
料
〕

一
般
正
巳
円
(
三
富
円
)
、
高
・
大
学
生

一
一
百
円
(
二
書
円
)
、
小
・
中
学
生
二
害
円

(
七
〇
円
)

(

)
は
二
〇
名
以
上
の
団

体
料
金
。
な
お
、
県
民
の
日
は
無

料
で
す
。

房
総
の
美
術
家
シ
リ
ー
ズ
2
 
0

鈴

木

方

鶴

展

.
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房
総
の
美
術
家
シ
リ
ー
ズ
は
、

房
総
に
生
ま
れ
、
あ
る
い
は
定
住

し
て
活
躍
し
、
美
術
振
興
に
貢
献

し
た
美
術
家
の
再
発
見
と
顕
彰
を

め
ざ
し
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

第
2
0
回
を
迎
え
た
今
年
度
は
、

本
県
書
道
界
に
お
い
て
活
躍
し
た

書
家
・
鈴
木
方
鶴
を
と
り
あ
げ
実

施
し
ま
す
。

鈴
木
方
鶴
(
本
名
憲
一
)

は
、

大
正
7
年

(
一
九
一
八
)

に
香
取

郡
山
田
町
に
生
ま
れ
、
千
葉
師
範

学
校
(
現
千
葉
大
学
)

に
学
び
、

同
校
在
学
中
に
書
を
浅
見
喜
舟
に

学
び
号
を
受
け
ま
し
た
。

卒
業
後
小
、
中
学
校
の
教
員
、
さ

ら
に
昭
和
2
4
年
か
ら
県
立
千
葉
第

二
高
等
学
校
(
現
千
葉
女
子
高
校
)

みる・かたる・つくる

一

「一 笑 千 山 青」

・
.
ヽ
レ
亀

に
定
年
ま
で
の
0
0
年
間
勤
務
し
、

そ
の
か
た
わ
ら
書
に
打
ち
込
み
多

く
の
後
進
を
育
て
ま
し
た
。

県
展
を
は
じ
め
毎
日
書
道
展
、

日
本
書
道
美
術
院
展
を
主
舞
台
に

活
躍
し
、
千
葉
県
展
知
事
賞
の
ほ

か
日
本
書
道
美
術
院
展
で
は
、
昭

和
0
0
年
に

「
一
笑
千
山
青
」

が
オ

リ
ベ
ッ
テ
ィ
国
際
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
、
数
多
く
の
栄
誉
に
輝
い
て

い
ま
す
。

書
の
古
典
を
唐
代
ま
で
と
し
て

常
に
そ
の
追
求
に
努
め
、
特
に
六

朝
時
代
に
焦
点
を
置
い
て
そ
の
研

究
を
深
め
、
優
れ
た
臨
書
を
残
し

て
い
ま
す
。

一
方
、
中
林
梧
竹
や
比
田
井
天

来
、
渡
辺
沙
鴎
ら
に
私
淑
し
ま
し

た
が
、
中
で
も
日
下
部
鴫
鶴
の
高

弟
で
あ
る
渡
辺
沙
鴎
に
は
、
昭
和

1
 
6
年
、
師
事
し
た
田
代
秋
鶴
宅
に

掲
げ
ら
れ
て
い
た
「
触
目
会
心
」

と
い
う
書
に
よ
っ
て
出
会
い
、
そ

の
後
の
善
作
に
大
き
な
影
響
を
受

け
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
沙
鴎

の
研
究
に
情
熱
を
傾
け
、
後
に
そ

の
成
果
を
大
著
「
渡
辺
沙
鴎
作
品

集
」

に
結
実
さ
せ
、
書
道
史
研
究

に
も
優
れ
た
業
績
を
残
し
て
い
ま

す
。本

展
覧
会
は
、
鈴
木
方
鶴
の
作

品
約
7
0
点
、
そ
の
他
関
係
資
料
を

一
堂
に
展
示
し
、
そ
の
偉
業
を
回

顧
し
ま
す
。



みる・かたる・つくる

常
設
収
蔵
作
品
展
で
は
、
本
館

が
所
蔵
す
る
日
本
画
・
洋
画
・
彫

刻
・
工
芸
・
書
の
作
品
紹
介
を
、

年
間
を
通
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
は
4
期
に
分
け
、
次
の

よ
う
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

第
1
期

4
月
1
日
̃
7
月
1
 
5
日

(
一
部
、
6
月
3
日
ま
で
)

第
2
期

7
月
1
 
7
日
̃
1
 
0
月
1
4
日

(
一
部
、
9
月
9
日
ま
で
)

第
3
期

1
1
月
1
7
日
̃
1
2
月
2
4
日

第
4
期

2
月
1
 
6
日
̃
3
月
3
1
日

な
お
、
各
期
間
と
も
主
と
し
て

2
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に
分
け
作
品
を

展
示
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
ひ
と
つ
は
、
モ
チ
ー
フ
、

あ
る
い
は
素
材
・
技
法
な
ど
種
々

を
角
度
か
ら
テ
ー
マ
を
設
け
展
示

い
た
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
同
士
モ

チ
ー
フ
に
よ
る
作
家
の
表
現
の
違

い
、
素
材
に
よ
る
表
情
の
違
い
な

ど
作
品
制
作
の
可
能
性
と
多
様
性

を
鑑
賞
い
た
だ
け
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
は

「
特
設
コ
ー
ナ

ー
と
称
し
、
鑑
賞
の
希
望
の
多
い

作
品
の
う
ち
か
ら
、
ミ
レ
ー
・
コ

ロ
ー
・
ク
ー
ル
ベ
な
ど
の
作
品
を

公
開
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の

他
1
月
6
日
か
ら
の

『
浅
井
忠
記

念
賞
展
』
期
間
中
に
は

「
浅
井
忠

コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
い
た
し
ま
す
。

優
れ
た
美
術
作
品
を
、
よ
り
多

く
の
方
々
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
毎
年
、
県
内
2
会
場
を
巡

回
し
て
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工

芸
、
書
、
版
画
の
各
分
野
か
ら
館

収
蔵
作
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

今
年
度
の
会
場
と
会
期
は
次
の

と
お
り
で
す
。

八
日
市
場
市
立
公
民
館

H
月
2
0
日
㈹
̃
1
 
2
月
2
日
㈲

栄
町
役
場
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

1
2
月
5
日
㈱
̃
1
2
月
1
8
日
㈹

マ
リ
ー
・
ロ
ー
ラ
ン
サ
ン

(
一

八
八
五
̃
一
九
五
六
)

は
、
は
じ

め
ブ
ラ
ッ
ク
や
ピ
カ
ソ
ら
の
影
響

を
受
け
つ
つ
、
女
性
特
有
の
感
覚

で
独
自
の
画
風
を
築
き
ま
し
た
。

柔
ら
か
な
色
調
で
夢
見
る
よ
う
な

詩
情
の
世
界
は
、
近
代
感
覚
の
一

つ
の
典
型
と
言
え
ま
す
。

こ
の
ロ
ー
ラ
ン
サ
ン
の
芸
術
に

焦
点
を
当
て
た
特
別
展
を
平
成
3

年
2
月
1
 
6
日
脚
か
ら
3
月
2
4
日
㈲

ま
で
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
次
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
2
年
2
月
1
日
か
ら
3
月

3
 
1
日
ま
で
に
収
蔵
さ
れ
た
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。

本
館
は
、
開
館
以
来
、
日
本
近

代
洋
画
の
先
駆
者
で
、
リ
ア
リ
ズ

ム
の
追
求
を
続
け
た
千
葉
県
出
身

の
洋
画
家
・
浅
井
忠
の
画
業
を

顕
彰
す
る
こ
と
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
こ
の
間
、
昭
和
5
9
年
に

美
術
館
開
設
1
 
0
年
記
念
事
業
と

し
て
、
浅
井
忠
の
精
神
を
現
代

に
生
か
し
、
ま
た
、
現
代
美
術

の
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
、
公

立
美
術
館
と
し
て
は
初
の
試
み

で
あ
る
全
国
公
募
に
よ
る

「
浅

井
忠
記
念
賞
展
」
(
昭
和
5
9
年
1

月
1
4
日
̃
2
月
2
2
日
)
を
開
催

し
、
多
大
な
評
価
を
得
る
こ
と

僻撼覿韻繕 展 せ 

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
実
績
を
ふ

ま
え
、
第
2
画
展
を
次
の
と
お
り

開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
、

0
応
募
資
格

出
身
県
、
経
歴
、
年
齢
を
問

い
ま
せ
ん
。

〇
応
募
作
品

具
象
的
傾
向
の
洋
画
作
品

〇
作
品
搬
入
日

平
成
2
年
n
月
1
6
日
㈲
̃
1
8

日
印

〇
貰
・
入
選

大
賞
1
点
、
優
秀
賞
3
点
、

及
び
入
選
(
点
数
未
定
)

0
会

期

平
成
3
年
1
月
6
日
㈲
̃
2

月
n
日
㈲

0
会

場

千
葉
県
立
美
術
館

応
募
要
項
等
の
請
求
、
詳
細
は

御
寄
贈
い
た
だ
い
た
作
品
は
次

の
と
お
り
で
す
。
こ
こ
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
洋

画
〕

足
立
朗
氏
よ
り

足
立
源
一
郎
作

「
水
郷
初
夏
」
(
中
州
)
㈲

(
油
彩
一
九
霊
)

「
水
郷
初
夏
」
(
中
州
)
㈲

(
油
彩
一
九
霊
)

〔
害
〕

千
代
倉
群
氏
よ
り

千
代
倉
桜
舟
作

「
宗
左
近
の
詩
」

(
屏
風
一
九
奈
)

今関 啓司「浅春山路」

学
芸
課
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

足立源一郎「水郷初夏」く十二橋〉

〔
洋

画
〕

足
立
源
一
郎
作

「
津
久
波
山
」
(
水
郷
中
州
)

(
油
彩
一
九
喜
)

「
水
郷
初
夏
」
(
十
二
橋
)

(
油
彩
一
九
霊
)

「
水
郷
初
夏
」
(
中
州
)
㈲

(
油
彩
一
九
霊
)

大
野
隆
徳
作

「
公

園
」

(
油
彩
一
九
三
)

今
関
啓
司
作

「
浅
春
山
路
」

(
油
彩
一
九
四
三
)

〔
彫

刻
〕

陰
里
寿
朗
作

「
構
造
上
の
森
」
(
街
か
も
し
れ
な
い
)

(
鉄
・
ス
テ
ン
レ
ス
一
九
奈
)

〔
工

芸
〕

香
取
秀
真
作

「
千
本
松
文
釜
及
び
鳳
凰
文
風
炉
」

(
鋳
金
)



か
た
る
・
つ
く
る

-
寄
贈
図
書
の
紹
介
-

千
葉
市
在
中
の
鈴
木
満
平
氏
か

ら
昭
和
0
0
、
飢
年
度
に
続
き
、
今

年
度
も
展
覧
会
図
録
脚
冊
を
寄
贈

頂
き
ま
し
た
。
図
録
は
展
覧
会
の

記
録
で
あ
り
、
会
期
以
外
に
は
二

度
と
入
手
で
き
な
い
も
の
が
多
く

非
常
に
貴
重
を
資
料
で
す
。

鈴
木
氏
は
熱
心
な
美
術
愛
好
家

で
寄
贈
さ
れ
た
図
録
の
展
覧
会
は

全
て
御
本
人
が
御
覧
に
な
っ
た
も

の
と
の
こ
と
で
す
。
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

ー
展
覧
会
関
係

図
書
の
御
案
内
」

みる・かたる・つくる

情
報
資
料
室
で
は
展
覧
会
に
関

係
し
た
資
料
と
し
て
以
下
の
も
の

を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
展
覧
会
鑑

賞
と
共
に
ぜ
ひ
御
利
用
下
さ
い
。

●
石
井
林
響
関
係

「
画
生
活
随
筆
」

Ⅲ
̃
1
4
9
頁

こ
の
本
は
ア
ト
リ
エ
誌
に
か

つ
て
寄
稿
し
た
美
術
家
達
の
随

筆
等
を
編
集
し
た
本
で
す
。
無

類
の
烏
愛
好
家
だ
っ
た
林
轡
は
、

こ
の
中
で
少
年
の
日
の
白
文
烏

と
の
出
会
い
か
ら
始
ま
っ
て
、

自
身
の
成
長
と
共
に
住
ご
し
た

カ
ナ
リ
ヤ
、
お
う
む
、
白
鷺
、

白
鷺
ほ
か
の
烏
達
と
の
思
い
出

の
日
々
と
、
楽
し
い
発
見
の
数

々
を
画
家
独
特
の
鋭
く
、
ユ
ニ

ー
ク
な
眼
で
表
現
し
て
い
ま
す
。

「
近
代
文
人
画
、
悠
々
た
る
美
」

B
S
N
新
潟
美
術
館
で
開
か
れ

た
展
覧
会
の
図
録
で
す
。

ほ
か
に
、
「
ア
ト
リ
エ
」

「
美

術
」

「
美
術
新
報
」
等
の
美
術

雑
誌
や
本
館
発
行
の

「
房
総
の

美
術
史
」

に
も
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
鈴
木
方
鶴
関
係

「
鈴
木
方
鶴
作
品
集
」

書
を
極
め
て
4
0
年
余
り
の
年

月
を
経
た
著
者
の
第
6
回
目
の

個
展
に
ち
な
ん
で
出
版
さ
れ
た

も
の
で
す
。

「
鈴
木
方
鶴
遺
墨
集
」

氏
自
ら
生
前
に
、
遺
墨
展
の

際
に
出
品
し
て
ほ
し
い
と
書
き

残
し
て
用
意
し
て
あ
っ
た
9
点

の
作
品
を
初
め
全
1
2
0
余
点
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
家
の
活

動
の
全
貌
を
物
語
る
一
冊
で
す
。

I
利

用

案

内
-

情
報
資
料
室
は
、
活
局
の
方
法

に
よ
っ
て
様
々
な
楽
し
み
方
や
学

び
方
が
で
き
ま
す
。
以
下
に
そ
の

利
用
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

●
資
料
を
捜
す
時
は
、
カ
ー
ド
目

録
を
ひ
い
て
下
さ
い
。

用
へ
資
料
が
図
書
の
場
合
)

書
名
・
人
名
・
内
容
か
ら
調
べ

る
事
が
で
き
ま
す
。
人
名
は
著

者
を
さ
す
場
合
と
本
文
中
の
人

物
を
さ
す
場
合
と
の
両
方
を
兼

ね
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
美
術

一
般
・
絵
画
・
版
画
・
書
・
彫

刻
・
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン
・
写
真

に
大
別
し
、
そ
れ
を
ま
た
辞
典
・

便
覧
・
図
集
・
理
論
・
発
展
史

(
地
域
・
時
代
別
)
・
作
家
別

(
作
品
・
伝
記
・
著
述
)
・
材

料
、
技
法
、
題
材
別
・
教
育
・

政
策
ほ
か
に
分
類
し
て
い
ま
す
。

書
棚
に
は
、
体
系
別
に
並
ん
で

お
り
、
ラ
ベ
ル
ナ
ン
バ
ー
か
ら

捜
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

㈲
(
資
料
が
図
録
(
展
覧
会
カ
タ

ロ
グ
)

の
場
合
)

図
録
は
公
開
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
カ
ー
ド
目
録
を
御
覧
い
た

だ
き
、
希
望
が
あ
れ
ば
お
見
せ

し
ま
す
。
書
名
・
人
名
・
件
名
・

団
体
展
に
分
類
し
て
い
ま
す
。

㈲
(
資
料
が
雑
誌
の
場
合
)

誌
名
・
発
行
年
月
、
号
数
か
ら

調
べ
る
事
が
で
き
ま
す
。

㈲
(
資
料
が
新
聞
の
場
合
)

新
聞
記
事
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
過

去
1
0
年
に
渡
り
用
意
し
て
い
ま

す
。
年
度
別
に
、
内
容
を
県
内

展
・
県
外
展
・
美
術
評
論
・
作

家
情
報
・
施
設
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

関
係
等
に
分
け
て
記
事
を
網
羅

し
て
い
ま
す
。

㈲
(
資
料
が
年
報
・
紀
要
・
収
蔵

品
目
録
の
場
合
)

そ
れ
ぞ
れ
、
発
行
機
関
名
と
号

数
か
ら
調
べ
る
事
が
で
き
ま
す
。

㈲
(
本
館
に
作
品
を
収
蔵
し
て
い

る
作
家
に
つ
い
て
知
り
た
い
場

合
)

そ
の
作
家
に
関
す
る
新
聞
記
事

や
関
係
記
事
を
掲
載
し
て
い
る

雑
誌
・
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
・
ポ
ス

タ
ー
・
小
冊
子
等
、
御
覧
頂
け

ま
す
。

㈲
(
こ
れ
か
ら
始
ま
る
、
も
し
く

は
開
催
中
の
展
覧
会
、
個
展
、

興
味
深
い
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

知
り
た
い
場
合
)

室
内
及
び
資
料
室
前
の
ロ
ビ
ー

で
は
、
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
・

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
・
情
報
誌
等
を

公
開
し
て
い
ま
す
。

開
館
日

火
̃
金
(
祝
日
を
除

く
)

1
2
時
半
̃
4
時
半
、
貸
出

し
、
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

「
坤
雪
組
{
訊
轟
計
理
」

本
年
度
は
、
各
展
覧
会
に
併
せ

て
美
術
講
演
会
を
5
回
実
施
し
ま

す
。こ

こ
に
、
す
で
に
決
定
し
て
い

る
特
別
展
「
石
井
林
轡
を
め
ぐ
る

画
家
た
ち
」
及
び
企
画
展
「
鈴
木

方
鶴
展
」

の
開
催
期
間
中
に
お
け

る
3
つ
の
講
演
会
を
御
案
内
し
ま

す
。ぜ

ひ
多
く
の
方
々
に
御
参
加
い

た
だ
き
、
美
術
へ
の
よ
り
一
層
の

興
味
と
理
解
を
深
め
る
機
会
と
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

第
1
回

日
時

6
月
1
6
日
田

2
時

演
題

「
石
井
林
響
と
そ
の
時
代
」

講
師

細
野
正
信
氏(

美
術
評
論
家
)

第
2
回

日
時

7
月
1
自
他

2
時

演
題

「
南
画
と
近
代
日
本
画
」

講
師

鈴
木
進
氏
(
美
術
評
論
家
)

第
3
回

日
時

9
月
2
2
日
田

2
時

演
題

「
鈴
木
方
鶴
さ
ん
の
こ
と
」

講
師

南
港
南
総
氏
(
書
家
)

※
い
ず
れ
も
会
場
は
本
館
講
堂
で
一

参
加
者
数
は
二
百
名
を
対
象
と
し
…

て
い
ま
す
。
聴
講
料
は
無
料
。

̃




